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Established technique for safe production with development
habit of Cattleya allians.
() Growth habit of Cattleya allians.

Emi Kuchi, Nagatoshi M inecisut » Ax1o Y AMANAKA

Summary

The growth habit of Cattleya allians in Tochigi prefecuture was investigated.

Three points made clear.

1. Cattleya allians is presumed that theshoot age | — 1 ~ [l — 2 are vegetative growth
phase and shoot age of more than VI — 1 are reproductive growth phase.

2. Ripeness to the flower age of pseudobulb is in the ratio of leaf-blade to bulb. Blind or
Blasting appers an the breakdown of its ratio.

3. The phyllotaxy is divergence’s 144° —2/5 round.

Bull. Tochigi Agr.
Exp. Stn. No.36 : 118~122(1989)
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栃木農試研報　No．36：118〜122（1989）

力トレア類の発育習性解明による生産安定技術の確立

　　　　　　第2報　力トレア類の発育の形態

久地井恵美・峯岸長利・山中昭雄

　　　　　　　1　緒言

　県内で栽培されている主要品種は複雑な種属

間交配によるものが多く6）そのために栽培技術

の中で問題を生じている．しかし，複雑な種属

間交配により育成されたカトレア類交雑種の発

育形態に関する知見は少ない．また，これらの

繁殖様式も，実生繁殖からメリクロンに変わり

つつある事や，栽培の環境条件が原生地と大き

く異なる2慮ため，これらと発育形態の関係を

知ることは栽培の基本と思われた．

　そこで，本報では本県における主な品種の発

生順位別にシュートの形態，栄養生長相から生

殖生長相への転換期及びその時期の外観形態等

について調査し，一応の知見を得たので報告す

る．

　　　　　　皿　材料及び方法

　供試品種は第1報で述べた生育・開花特性を

異にする91グループから�g．加惚F伽ηの，BZ6．

。4解y猟魏α餌却，2グループからB6．イM6規．H6Z飢

B箔側腕“Sω681、4∫‘�p”，，3グループからPo‘。L8“｝on

T柳“γ副伽Mαgガ，L．伽脚剛αをそれぞれ用

いた1，2グループは1984年に，3グループは

1983年にフラスコ出しした苗を，栃木農試及び

U洋ラン園のガラス温室で慣行により栽培し，

1987年の開花までの発育形態を調査した．なお，

調査基準は第1報に準じた．

　1　基本的発育形態については，シュートの

発生部位，シュードバルブの発育速度及び開花

時期について調べた．

　なお，バルブエージはフラスコ内で初めに形

成されたバルブを1−1とした．

　2　栄養生長相と生殖生長相の推移について

は，葉身の長さと巾，シュートの長さと径につ

いて調査した．

　　　　　　皿　結　果

　1　発育形態は，食．加麗F伽砂，L．P祝伽．

剛αの両品種において，エージ1−1のシュー

トでは3節までが飼飼茎となり，4節が僅かに

肥大してバルブを形成した．各節は鞘葉で包ま

れたバルブエージ皿一2までは5節に葉身が形

成された．シュードバルブの2〜3節下位節の

腋芽が発達して新しいシュードバルブを形成し

た．エージ1−2〜皿一2のシュードバルブで

は5節の節間が肥大してシュードバルブを形成

した．エージIV−1のシュートでは6節が肥大

してシュードバルブを形成し，7節目が葉身を

形成し，成熟工一ジに達した．

　BJ6，・4脚四α々αs％9¢，B6．〃襯飽伽B名�o

“Sω86ぬ4刀on”，Po‘．L佛�pTγ召6“｝i81Z卿Mα9歪6”で

はバルブエージ1−2〜皿一2のシュートでは

5節目の節間が肥大してシュードバルブを形成

した．バルブエージIV−1のシュートは7節目

の節間が肥大してシュードバルブを形成し，8

節目が葉身に発達し，成熟バルブエージに達し

た（第1図）

　なお，発生するシュートを包み込んでいる鞘

葉の葉序はシンパーブラウンの法則7）にしたが

って鞘葉が飼飼茎の各節に1枚づつ付いており，

鞘葉は重なり合うことのない配列で，各鞘葉の

付着点を順次結び付けていくとら旋を示してい

る．開度はいずれの品種においても2／5葉序と

なっていることが認められた（第2図）．
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